
金融機関  / 経営層向けプレゼンテーション

Hybrid Banking。OVRYDEが統合を支援します。

OVRYDEは導入を調整します。顧客受入、方針、規制上の責任は金融機関が保持します。 01 / 12

銀行業務  • デジタル資産  • 連携サービス

金融の新時代を、
貴社を中心に。
お客様にはシンプルな体験を。チームにはより大きな対応

力を。Hybridエコシステムでは新たな事業機会を。



金融機関  / 経営層向けプレゼンテーション

目指すのは、お客様のより多くの金融活動で信頼される接点になることです。

01

顧客体験

承認済みの金融サービスを、貴社ブ

ランドの顧客導線に取り込みます。

02

業務対応力

チームをまたぐ準備、審査、事後対

応を結びます。

03

事業機会

共通基盤で新たな取引フロー、資

産、サービス収益を評価します。

戦略的な提案です。利用率、収益、業務上の効果は各機関で確認する必要があります。 02 / 12

01 / 戦略的な機会

基盤が進化しても、
顧客関係は貴社に。
次の決済、資産、サービスが、お客様との関係をさらに深

めるものであるべきです。
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02 / ソフトウェア購入を超えて

つながる金融経済に
参加する。
Hybrid Bankingは、幅広い機能と承認済みの事業関係にアクセスし、運営するためのレイヤーです。

中心にあるのは貴社

貴社のブランド、顧客関係、方針、正本となる金融記録

を維持します。

再利用できる基盤

ID、業務空間、コア連携、ワークフロー統制、保護され

た証跡を共通化します。

広がる事業機会

認可銀行、決済事業者、カード発行会社、カストディア

ン、市場サービスとつながります。

銀行パートナー
機関向けサービス

決済提供者

受入済み経路

保管と市場
許容資産

カードとネットワーク
承認済み接続

貴社の金融機関
Hybrid Banking + 方針

FEDERATION / サービス権限

パートナー分類は例示です。サービスごとに権限、商業契約、技術的受入が必要であり、参加によって免許が移転することはありません。 03 / 12
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03 / 最初の事業成果を選ぶ

お客様が次に必要とする
サービスから始める。
一つの顧客層、一つの体験、一つの測定可能な成果を選びます。

01 プライベートバンキング・資産
管理

口座とポートフォリオの情報をまとめ、ウォレット、保管、投資サービスへの承認された経路

を整えます。

02 決済・資金管理 受取人、送金準備、給与支払指図、審査を簡素化します。選定した外部経路は受入後に接続し

ます。

03 銀行・EMI・新規事業 既存コアを生かして近代化するか、運営範囲を明確にしたHybrid Coreパイロットを評価しま

す。

有効化したモジュール数ではなく、顧客維持、利用、サービスの採算を測定します。

公開デモの残高、保有資産、カードは架空です。実際の金融サービスは各機関と接続先に依存します。 04 / 12



金融機関  / 経営層向けプレゼンテーション

04 / 顧客体験

使い慣れたID。
明確な次の一歩。
最初の申込から日常取引まで、お客様の目的と進行状況を見えるようにします。

ログイン

Hybrid-IDで認証し、必要な同意のもと、対応する本人確

認情報を共有します。

顧客としての受入

金融機関が適格性を審査し、判断を記録してから口座アク

セスを開きます。

取引・サポート

送金の準備、受取人の管理、金融情報の閲覧、サービス依

頼を行います。

HYBRID BANKING / 架空の製品デモ / モノクロ · 英語画面

IDの再利用は重複入力を減らしますが、金融機関の審査は省略しません。

架空記録による製品プレビューです。英語の画面をモノクロ表示しています。口座開設時間を保証するものではありません。 05 / 12
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05 / AIエージェントの優位性

自然な言葉で依頼し、
権限に基づいて実行する。
支援型インターフェースが、通常画面と同じ統制のもとで業務を整理します。

01
依頼

顧客 / 職員

02
準備

許可された文脈

03
承認

方針 + 審査

04
実行

責任システム

結果と判断の文脈を業務空間へ返します

準備

許容された意図を把握し、審査可能な指図にま

とめます。

検証・承認

権限と方針を確認し、利用者の確認と必要な独

立承認を得ます。

実行・説明

正本を管理するシステムを使い、実際の結果を

返して判断の背景を保全します。

「承認済みの仕入先への支払いを準備して」。

現行パイロットはガイド付きコマンドを使用します。自由形式の外部エージェントやローカルモデルとの接続は別途設計・実装する範囲です。 06 / 12
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06 / 業務効果

重要な判断に、
より多くの時間を。
依頼の到着から、審査可能な状態になるまでを測定します。

1,333
時間／月・計算例

創出時間の計算例

月10,000件 × 準備時間8分短縮 ÷ 60 ＝ 月約1,333時間。

純効果を検証

追加審査、例外対応、サポート、基盤運用の工数を差し引きます。

余力を価値に変える

専門人材の再配置、サービス水準向上、実支出削減につなげ、結果を

測定します。

明示的な計算例であり、OVRYDEやHybrid Bankingの実測結果ではありません。余力の創出は自動的な現金支出削減ではありません。 07 / 12
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07 / 体験に組み込む統制

審査には背景を。
判断には責任者を。
最新方針、証拠資料、案件履歴をチームの業務に統合します。

不要な引継ぎを減らす

ID、地域ルール、必須スクリーニング、取引審査をつなぎ

ます。

専門家の注意を集中

金額、受取人、時刻、ルールの根拠から異常パターンを説

明します。

追跡できる証跡

アクセス制限された記録を保持し、一部の方針コミットメ

ントをTestnetの証明で検証します。

HYBRID BANKING / 架空の製品デモ / モノクロ · 英語画面

架空のデモです。監視シグナルは調査を支援し、証明は記録の完全性と包含を示すもので、コンプライアンス判断の正しさを保証しません。 08 / 12
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08 / 二つの運営モデル

既存コアを生かす。
またはHybrid Coreを評価する。
正本を管理するシステムを明確に選び、顧客と職員には一貫した体験を提供します。

一つの銀行体験
顧客と職員の業務空間

既存コア
残高・記帳・執行の正本

HYBRID CORE パイロット
金銭価値のない内部記録・業務

適応 + 同期 + 照合 評価 + 受入 + 接続

金融記録ごとに正本システムを一つ選びます。

既存機関を拡張

既存コアが残高、記帳、執行の正本を維持します。合意したアダプターが

情報を同期し、実際の結果を返します。

新たな運営を評価

Hybrid Coreは内部パイロット口座、元帳記録、審査業務に対応します。

外部金融サービスは個別に接続します。

TemenosとAvaloqは統合の例であり、受入済みの完成型コネクターではありません。同期画面が第二の独立した正本になることはありません。 09 / 12
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09 / 配置とエコシステム

境界を定め、
着実に広げる。
データの所在、運営責任、接続するサービスに合わせて配置を設計します。

金融機関

機関内インフラ

専用クラウド

専用環境

ハイブリッド

明確な境界

データ · モデル · 鍵 · 運用 · 支援 · 復旧

機関内インフラ

ローカルデータ、モデル実行、鍵、管理、支援アク

セスを定義します。

プライベートクラウド・ハイブリッド

許可される場所に処理を置き、環境間の境界を明確

にします。

Federation・事業ネットワーク

新たな関係を開く前に、相手方、サービス範囲、同

意に基づく情報共有を合意します。

配置とモデルには設定・受入が必要です。Federationへの参加だけで決済が有効化されたり、非公開情報が共有されたり、免許範囲が広がったりすることはありません。 10 / 12
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10 / 具体的な出発点

今、評価する。
根拠を得て有効化する。
動作する金銭的価値のないパイロットを出発点に、機関固有の統合へ進みます。

動作するパイロット

顧客・チーム業務、Hybrid-IDログイ

ン、方針・案件管理、Testnet上で最終

確定した一部の遵守証跡。

貴社向けに定義

コアアダプター、許可されたエージェ

ント接点、ホスティング、パートナーサ

ービス、運営責任。

実利用前に受入

権限、安全性の保証、照合、復旧、サ

ポート、実際の提供者接続。

パイロットの成功は次の判断の根拠です。自動的に本番へ移るものではありません。

一部の遵守証跡は単一運営者・4者中3署名・金銭的価値なしの専用Testnetプロファイルを使用します。ウォレットと資金準備は別の作業です。 11 / 12
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金融機関向けワーキングセッションを始める。 ↗

持ち寄るもの

顧客の優先課題、コア・事業者一覧、許容範

囲、ホスティング要件。

持ち帰るもの

範囲を限定したパイロット、責任者、統合依

存関係、測定可能な受入基準。

連絡先：ovryde.com/contact • 技術詳細：Hybrid Banking技術付録 • 事業評価：戦略ペーパー 12 / 12

11 / 次の対話

一つの体験を選び、
OVRYDEと確かめる。
事業、業務、リスク、技術の担当者が、一つのワーキング

セッションに集まります。

https://www.ovryde.com/contact

